
 
 
平成 23 年度第 5回賛助会セミナー 
 

鉄道貨物輸送の果たす役割 
 

鉄道貨物輸送は、地球温暖化の原因の一つとされる CO2（二酸化炭素）の排出量が輸送単位当たり

トラックの約 7 分の 1 にすぎず、「環境にやさしい」輸送手段として見直されてきています。新潟に

おいては、港湾との連携を進めることで日本海側での拠点性向上につながると注目されています。 

そこで、第 5 回賛助会セミナーでは鉄道貨物輸送の現場でご活躍の JR 貨物の新潟支店長の花岡氏

をお迎えし、鉄道貨物輸送の現状の分析、果たす役割・可能性を考えます。ぜひ、ご参加ください。

 

 

 
＜日 時＞ 2011 年 12 月 12 日（月） 

14:00～16:00 

受付開始 13:30 

＜場 所＞ 朱鷺メッセ 3 階・中会議室 302 

新潟市中央区万代島 6-1  

TEL 025-246-8400 
＜参加費＞ 2,000 円（当日、会場で申し受けます） 

※賛助会員・出捐団体関係者は無料です。 

 
＜講 師＞ 日本貨物鉄道株式会社（JR 貨物）新潟支店長 花岡俊樹氏 

1963 年長野県上田市生まれ。中央大学商学部卒業。邦銀国際部門の勤務を経て 1996 年 JR 貨物入社。

貨物列車予約システムを web 化した「IT-FRENS システム」と、GPS と IC タグを組み合わせリアルタ

イムで貨物追跡のできる「TRACE システム」の開発・導入プロジェクトリーダーを務め、マーケティ

ング部門である I-TEM センターの立ち上げに携わった。2010 年 6 月より新潟支店長。現在、鉄道、港

湾、道路、倉庫など物流各モードの連携による「モーダルミックス」を提案し、新潟の拠点性を活か

し、災害に強い物流網の構築に取り組んでいる。 
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